
（％、変化率）

生産 出荷 在庫 在庫率
生産能力実績
（製造工業）

稼働率（製造工業）

前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前月比 前年比 前年比 前月比 前年比

2023年 2 3.4 -0.5 3.9 0.7 0.6 1.5 -1.2 6.0 -0.4 3.0 -1.4 

3 0.4 -0.8 0.5 0.1 0.2 2.2 0.9 8.6 -0.4 0.4 0.8 

4 0.3 -0.8 -0.5 -1.4 1.3 6.0 1.4 12.7 -0.2 0.9 2.3 

5 -1.0 4.1 -0.3 3.8 0.6 7.2 1.0 8.8 0.0 -2.6 8.0 

6 0.9 -0.1 0.8 0.7 0.0 5.7 -0.6 9.8 0.1 1.5 0.7 

7 -1.4 -2.6 -1.3 -2.0 0.2 5.5 0.8 9.8 0.3 -1.7 -2.1 

8 -0.4 -4.7 -0.2 -3.1 -1.1 3.0 -0.5 9.2 0.1 0.1 -3.7 

9 0.1 -4.5 0.6 -2.4 -0.9 0.0 -1.2 4.3 0.0 0.1 -4.3 

10 1.2 0.9 0.3 0.8 0.0 0.8 -0.2 4.1 0.2 -0.4 -1.4 

11 -0.6 -1.6 -0.8 -1.7 0.0 0.9 1.5 6.3 0.2 0.7 -3.0 

12 1.2 -1.1 1.6 0.2 -0.9 -0.5 -2.3 2.3 0.3 0.2 -3.3 

2024年 1 -6.7 -1.5 -7.5 -1.7 -1.7 -1.8 2.6 0.8 0.1 -7.9 -4.6 

2 -0.6 -3.9 -0.7 -4.7 0.6 -1.7 -5.6 1.9 0.1 -0.5 -6.2 

3 4.4 -6.2 4.7 -6.8 1.0 -1.0 7.6 6.8 -0.2 1.3 -11.2 

4 -0.9 -1.8 -0.4 -1.4 -0.2 -2.4 -0.7 0.5 -0.2 0.3 -6.8 

5 3.6 1.1 3.9 1.3 0.9 -2.1 -1.2 -1.5 -0.3 4.1 -1.8 

6 -4.2 -7.9 -4.7 -8.1 -0.7 -2.7 1.7 4.8 -0.6 -3.1 -10.0 

7 3.1 2.9 2.7 2.0 0.4 -2.5 -2.4 -3.9 -0.8 2.5 -0.1 

8 -3.3 -4.9 -4.1 -6.5 -0.8 -2.2 5.3 5.9 -1.0 -5.3 -9.9 

9 1.6 -2.6 2.4 -4.2 0.1 -1.3 -3.8 3.0 -1.1 4.4 -5.1 

10 2.8 1.4 2.6 0.4 0.0 -1.3 -0.9 -0.4 -1.1 2.6 -0.1 

11 -2.2 -2.7 -2.5 -3.6 -1.0 -2.2 3.2 2.7 -1.6 -1.9 -5.0 

12 -0.2 -1.6 0.2 -2.7 -0.7 -2.0 -1.4 2.1 -1.7 -0.2 -2.9 

2025年 1 -1.1 2.6 -1.5 2.0 0.9 0.5 0.3 1.1 － － －
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鉱工業生産（25年1月速報）
－「一進一退」という基調判断よりも実態は弱い印象－

1月生産は前月比－1.1％と3か月連続で低下、基調判断は「一進一退」で維持

鉱工業生産（25年1月速報）は前月比－1.1％と3か月連続の減少（12月生産は確報段階で下落へと修正）、前年比は＋
2.6％と3か月ぶりの増加となった。経済産業省は「生産は一進一退」と基調判断を維持している。業種別生産は全15業種の
うち6業種が増加、9業種が低下という結果となり、特に自動車工業が前月比＋6.9％、寄与度＋0.88％ポイントと増加に寄与

した。一方で低下業種は生産用機械工業、電子部品・デバイス工業、電気・情報通信機械工業といったところであり、特に生
産用機械工業に含まれる半導体製造装置は前月比－19.4％であった。出荷は前月比－1.5％、前年比＋2.0％、在庫は前
月比＋0.9％、前年比＋0.5％となった。稼働率（12月）は引き続き前月比・前年比ともに低下した。生産能力実績は3月以降、
前年比で減少が続いている点は同様である。

10-12月期生産は10月の値が前月比で増加したことで対7-9月期で1.1％増であったが、11月以降減少が続いていることも
あり、1月生産の対10-12月期比は2％程度の減少となっている。これまでの弱めの生産の動きから判断する限り、1-3月期の
生産が前期比で増加する可能性は低いように思える。

この点、製造工業生産予測調査を確認すると、2025年2月は前月比＋5.0％、3月は同－2.0％と上下しつつ推移すると見
込まれている。そして2月及び3月の生産拡大には、電子部品・デバイス工業、生産用機械工業の増加がけん引するとの見
立てだ。生産計画の上方バイアスを補正した補正値では、2025年2月の生産見通しは同＋2.3％となる。2月及び3月の結果
次第ではあるものの、2月生産が前月比4％を上回る拡大をみせない限り、1-3月期の生産は前期比マイナスになる可能性が
高まっている点に留意すべきだろう。

出所：経済産業省より筆者作成。生産能力実績、稼働率は12月確報値の結果である。

図表1：鉱工業指数（生産・出荷・在庫・在庫率、生産能力実績、稼働率）の概要
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2月の生産計画は半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置の増産次第

業種別生産の動き（図表2）をみると、1月の生産は前月比－1.1％と緩やかな下落が続いており、依然として2023年と比べ
やや低い水準で推移する状況は変わっていない。輸送機械工業については、台風の影響もあり再び大きく減少した2024年8

月以降、全体として持ち直しており、1月はさらに大きく増加した。電子部品・デバイス工業は10月以降の減少トレンドが続い
ている。生産用機械工業はここ数か月の下落トレンドを打ち消す形で持ち直していたが、1月は大きく減少した。全体として、
鉱工業生産の動きは横ばいからやや弱めの動きである。

図表3は業種別在庫率の動きをまとめている。鉱工業全体の在庫率はわずかに増加した。電子部品・デバイス工業の在庫
率は高水準で推移する一方、輸送機械の在庫率は低下しており、鉱工業全体の在庫率低下に寄与している。

製造工業生産予測指数について産業別にみると、2025年2月及び3月については、電子部品・デバイス、生産用機械工業
が主に全体の増加見通しをけん引する形である。半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置の増産が2月に見込まれてい
ることが大きく影響している模様だ。

企業のアニマルスピリッツ指標の動きをみると、1月のDI（原系列）は0.0％とここ2か月続いた弱気が上回る結果からニュー
トラルな結果へと改善した。変動を均したトレンドでみると、DIは＋0.5％とやや拡大している。トレンドの動きをみる限り、アニ
マルスピリッツ指標は昨年10月を底にわずかながら拡大している状況だ。
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出所：経済産業省より筆者作成。
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図表2：業種別生産（季節調整値） 図表3：業種別在庫率（季節調整値）
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